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安全・信頼安全・信頼バイオ素材

道路を丈夫にする澱粉由来のバイオ素材

岩浦 里愛

成果の内容

成果の活用
環境・エネルギーにより配慮した改質アスファルトの製造にご利用いただけます。
特願2021-148419「アスファルト改質剤及びそれを含む組成物」

食品研究部門 食品加工・素材研究領域

成果の特徴
• 澱粉由来の1,5-アンヒドロ-D-グルシトール（AG）の側鎖にパルミチン酸を導入

したオイルゲル化剤C16AGはアスファルト（StAs）と容易に混合物を作り、ア
スファルトの粘弾性状を向上させます。

骨材

アスファルト
（骨材接着）

舗装道路を切り出したもの

(1)130 ℃で加熱 (2)軽く混ぜる (3)室温放置混合物の製造方法

背景

動的粘弾性
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ガラス玉を骨材に見立てアスファルトで接着し、
60 ℃で放置。C16AGを含むアスファルトで接
着したガラス玉は崩れず形態を保つ。

道路舗装で骨材の接着に使われる
アスファルトは、夏期の高温下（60 ℃）
で軟化するためわだちが発生し、道路の寿
命を短くする原因となります。このため、
アスファルト粘弾性状の向上が課題となっ
ています。

澱粉由来のオイ
ル ゲ ル 化 剤
C16AGは低温で
容易にStAsと混
合物を作ります。

60 ℃ホットプレート上に40分放置
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